
歯数差零の転位インポリュート内歯車に関する研究

両角宗晴＊・八重島公郎＊＊
　　　（μ覆和44肉三10月31臼受章1！）

1．緒 言

　内歯車とピニオンの歯数差が零で，しかも適当な中心距離でかみあい，速比1で賦転ず

る内歯牽は，わずかな軸開距離を持つ歯車継手としてオルダム継手の代りに痢いることが

出来る．この場合両東の基礎円置径の大きさは等しいので，かみあい圧力角が90。となり，

通常の内歯車のかみあい理論式は適用出来ない．　　　　　　　　ジ

　この歯車の基礎理諭については，すでに“インボリ。。一ト等速異中心・歯車”として，保

延1），荻野2）両氏によって論じられているが，本研究は実際にこれら内歯車を規格のピニ

オンカッタで歯切りするための解析理論に関するものである．すなわち，モジュール粥，

工具圧力角α、，縦転位係数κ1，・κ2，横転撹係数笏，晩を用いてかみあい方程式を求め，さ

らに，内歯車とピニオンの羽先尖り限界，ピニオンの切下げ限界，かみあい率，イソボリ

ュー g干渉，隅肉干渉，頂隙の有無等に対する理論式を求め，これら理論式を川いて歯数

二三の内歯璽の設計に利用し得る総合限界線図を作成し，さらにこれら線図を用いて設計，

試作を行なった．

2．使用記号
　　吻；モジュール

　　α、：工具圧力角

　　．Z：ピニオンと内歯華の歯数

箱，κ2：ピ藷オソと内歯粥のそれぞれの縦転位係数

　駒，姪：　　　　〃　　　　　　　　の横転位係数

鷹ん1，α繍：　　　　〃　　　　　　　　の箇先の圧力角

　z、，κ2：　　　〃　　　　　　の基円上歯隙角

娠1，4舵：　　　　〃　　　　　　　　の歯先円直径

7融，γ駕：　　　　〃　　　　　・　　の歯：先円半径

7r1，7r2：　　　　〃　　　　　　　　の歯元円半径

　　49：　　　　〃　　　　　　　　の基礎円直径

　　78：　　　　4　　　　　　　　の基礎円半径
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　　　飯：歯未のたけ係数（並歯のとき飯皿！，低歯のとき忽〈1，高歯のとき

　　　　　飯＞1＞

　　　ち：法線ピッチ

　　∫，2：法線バックラッシ

　　　σ：中心距離

　　　ε：かみあい率

　　　島：ピニオンの菌底と内歯車の二二との間の頂隙量を彫で除したもの

　　　々2：内歯車の歯底とピニオンの旨旨との間の頂隙量を吻で除したもの

ろ，Z㌦：内歯車切削用ピニオンカッタとピニオン切削用ピニオンカッタの歯数

塩，κ’ん：　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　の転位係数

α融，α肋ノ：　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　の歯先圧力角

傷，αた’：　　　　”　　　　　　　　　　　　　　の切削かみあい圧力角

　　　　　　3．かみあい方程式

　第1図に示すごとく，内歯車とピニオンの歯数差

が零なる内歯率が申心距離σでかみあい，速比1事

業転ずる場合，内歯車とピニオンの基礎円の大きさ

が等しいので，両基礎円の共通切線（接触点の軌跡〉

は中心線0、02に平行であり，従ってピッチ円の大

きさは無限大となり，かみあい圧力角は90。となる．

普通の歯車ではかみあっている歯蒲の背面にバック

ラッシがつくが，この歯車では第1図に示すごとく，

バックラッシはかみあい側とは離れた所（バックラ

ッシ側）に生じ，かみあっている歯の背面の隙間は

バックラッシではない．いまピニオンの歯形と内歯

車の歯形が作用線ゐ上の点Qにおいて接している

とき，つぎの関係がある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
　　∫2Q÷12’S2＝∫2α2＋∬2’わ2皿∫272＋α2∂2．

しかるにノ辺謹τ辺2十ア刃，石7額2＝五’η十η瓦

÷S．であるから
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　　　　　　石Q十石’亀漏2α十7盈十五奪1十Sπ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　11Q十∫1’S1＝11’∬1＋¢1∂1であるから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　∫2’∫2一トどz2み2＝2α一｝一1F1’∬1十ごz1∂1擁一Sπ．

　　　　　　　　
∫1’ム＝Z2’∫2（＝π7g）であるから

第L図
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　　　　　　　　　　α2δ2薫2α十α1δ1÷Sπ．

いまピニオンおよび内歯車の基円上凶刃角をそれぞれz1，　Z2とすると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　α1δ1罵’π一78κ1，　α2δ2罵ちよ一なz2．

∴。」・（Z1一κ2）一飯

　　　　　　　2

159

（1）

上式が歯数差零なる内歯車かみあいにおけるかみあい方程式である．い窪，ピニオンに正

の絢を与えたときピニオンの歯厚が厚くなり，また正の殉を与えたとき歯厚が薄くなる

ように定め，内歯車に正のκ2と，正の殉を与えたとき内歯癒の望みぞが広がるように定

めると，z1とx2は次式で表わされる．

弓（　万÷翫一2κ・tanα・）一・・nv鉱

・・一
ｽ（　万…麗一2κ・tan・・〉一・・n叫

また

娠一・ｰZ…縣 （2）

これらの式を（1）式に代入すると

　　　　　　　・一，・｛〈一〉・瞬去鰍碗〉…崎身　　　（・）

この（3）式が歯数差響なる内歯車かみあいの申心距離を与える式であり，．罷みあい方程式

である．

　　　　4．歯数差零なる内歯車かみあいが成立するための条件

　磁数差零なる内歯車かみあいにおいてはトロコイド干渉を・生ぜずD・2），ピニオンを軸方

向から内歯車のかみあい位遣に入れてやればトリミングについても考慮する必要がないか

ら，この内歯車かみあいが成立する牟めにはつぎの諸条件を満足すればよい．

〔1〕　内歯車の歯先円は基礎円より大きいこと

　〔2〕　内歯車の歯先が尖らないこと

　〔3〕　ピニオンの歯先が尖らないこと

　〔4〕　ピニオンに切下げがないこと

　〔5〕　かみあい率εが1より大なること．

　〔6〕　インポ9ユート干渉を避けること
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　〔7〕　隅肉干渉を避けること

　〔8〕真潮が存在すること

　〔1ヲ　内歯箪の歯1先円は基礎円より：大きいこと

　内歯車の歯先円直径は

　　　　　　　　　　　　　4為2篇（Z－213ゐ一ト2κ2）フフ2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈4）

しかるときは，4砿≧4gなる条件から次式を得る．

　　　　　　　　　　　　　　　　2（属一κ2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　（5）　　　　　　　　　　　　　　z＞
　　　　　　　　　　　　　　　瓢1－cosασ

または

　　　　　　　　　　　　　　α左2≧0．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5’）

　〔2〕　内歯華の歯先が尖らないこと

　内歯車の縦転位係数κ2および横転位係数碗が増加するにつれて，歯みぞが広がり，内

歯璽の歯先は尖るようになる．内歯箪の歯先が尖らないためには次武が成立すればよい．

　　　　　　　　　　　　　　万一断2κ・tan・・一Z（inv・・一inv…）≧α　　　　（6＞

ただし

　　　　　　　　　　　　　　　　　ZCOSα、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　　　　　　　　　　　COSαた2罵　　　　　　　　　　　　　　　Z－2梶÷2κ2’

　疋3〕　ピニオンの歯先が尖らないこと

　ピニオソの縦転位係数κ1および横転位係数κ1が増加するにつれてピニオンの歯先は尖

るようになる．ピニオンの歯先が尖らないためには次式が成立すればよい。

　　　　　　　だ　　　　　　互一z叶2κ・ta職一Z（inv・・r　in吻≧α　　　　（8＞

ただし

　　　　　　　　　　　・・…一Z＋留云・　　　　（・〉

　〔4〕　ピニオソに切下げがないこと

　ピニオソに切下げが生じないためには次式が成立すればよい．

　　　　　　　　　　　・凶一去Z・・嵐　　　　　（・・）



No，27

L

A
／
照
喰
B

I
I

歯数i差零の転位イソボリュート内1歯車に関する研究

㌧

α是1

OL

7鳶且

α糞2

02

α

η2

η

γド

A
慈
H
1
　
2
1
1

／
αQ2αQI　　　O1

孤、

α

02「

γ短

壕

環＼

161

第2図 第3図

ただし，これは切下げ限界に対する理論的転位二係数であり，実用」1なはこれより幾分小さな

κ1の値でも差支えない．

　〔5〕　かみあい率εが1より大なること

　箆2図においてピニオンの歯先円と作用線の交点を・4，内歯車の歯先円と作用線の交’1孟

をβとするとAβはかみあい長さであり，かみあい率が1より大なるためには次式が成

立しなければならない．

　　　　　　　　　　　　　　肋
　　　　　　　　　　　　ε＝一＞1．
　　　　　　　　　　　　　　　ら聯

これより次式を得る．

　　　・一÷｛号（・・　・一・・・…）＋（一〉…峠（嘱）一轟・ec傷｝≧・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11＞

または

　　　　　　　　・一÷｛号（・・　・一・an・・〉＋蕩・ec傷｝≧・　　（・め

　〔6〕　インポリュート干渉を避けること

　インポリュート干渉を避けるためには第2図において∬1β≧0であればよい．しかる時

は衛tanα膿≧αであり，これより次式を得る．

　　　　　　〈一〉≦ξ甑・・・…一告（・・岡・・鰍叢…e叫　（・2）
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　〔7〕　隅肉：干渉を避けること

　いま，第3図において任意点Qにおいて両歯形が接しているとき，ピニオン歯形のQ

点における圧力角をαQ1，内歯車歯形のQ点における圧力角をαQ2とすると，αQ1とαQ2

の聞には次の開係が成立する．

　　　　　　　　　　　　79（tanαQ2－ta且αQ1＞霊α．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）

　（a）　内歯車の歯元の隅肉千渉を避けるための条件式

　いま，歯数Zゐ，転位係数κノ、のピニオンカッタで内歯車を切削するとき，内歯車の歯元

の隅肉の始まる点の圧力角をαg2．とし，ピニオンの歯先とかみあう内歯車の歯元の圧力

角をαρ2とすれば，内歯車の歯元に隅肉千歯を起さないためには次式が成立しなければな

らない．

　　　　　　　　　　　　　　αQ2．≧αQ2．

ここでαQ2．は次式より求められる．

　　　　　　　　　　・一十参）…婦多・an・肋　　　（・4＞

ただし，α肋はピニオンカッタの歯先の圧力角，偽は切捌かみあい圧力角であり，それぞ

れ次式から求められる、

　　　　　　　　　　　　　　　　COSασ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15＞　　　　　　　　　　COSα融＝　　　　　　　　　　　　　　　　2．5ん為十2κノノ
　　　　　　　　　　　　　　1十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　zゐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　κ2一κゐ　　　　　　　　　　invαん＝invα汁2tanα，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z一乙、’

またαQ2は，（13）式のαQ1に（9＞式から得られるα々1を代入したときのαρ2として次式によ

り求められる．

　　　　・・晦一・・n耐2（κ2一κ1）tan夢＋（綱2L彪・ec・、・　（・7）

したがって，内歯車の歯元に隅肉干渉を生じないための条件式はつぎのごとく表わされ

る．

　　　　　　2r（tanαゐ1－ta難αん）十Zん（tanα1、一tanα肋）

　　　　　　　　　　÷｛…叫（・・一・川・・＋・・）蕩・ec・。｝≦・・　（・8）

ま．たは
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　　　　　Z（t。瞬rt。nα、）÷乙、（t。nαrt。。。肋）＋2童、ec。。≦0．　（18’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解

　（b）　ピニオンの歯元の隅肉干渉を避けるための条件式

　いま号数乙ノ，転位係数勘’のピニオンカッタでピニオンを磁切りするときピニオンの

儒元の隅肉の始まる点の圧力角をαQ1．とし，内歯箪の歯群とかみあうピニオンの歯元の

肥力角をααとすれば，ピニオンの歯元に隅肉干渉を起さないためには次式が成立しなけ

れ、ばならない．

　　　　　　　　　　　　　　αρ1r≦晦1．

ここでαQlrは次式により求められる．

　　　　　　　…一（・謬）・・呵4・a1叫　　　 （・・〉

ただしα肋’はピニオンカッタの歯先の圧力角，αパは切削かみあい圧力角であり，それぞ

れ次式から求められる．

　　　　　　　　　　　蜘マ識弊ρ　　　（20）

　　　　　　　　　　・・Vα・’一封＋・…彊彦1；・　　（・・〉

ピニオンを．切削するのにラック形工具を用いるときは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4（1zゐ一κ1＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。r　　　　　　　　（22）　　　　　　　　　　tanα91プ＝tanαc－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zsin　2α。

ただし，飯はラック形工具の歯周丸みのはじまる点までの歯未の丈を規で除したもので

ある．また，ααは（13）式のαQ2にく7）式から得られるαゐ2を代入したときのααとして次

式により求められる．

　　　…炉・……2〈κ2一κ王）tan夢＋幽2＞＋藷sec傷・　（23）

したがってピニオンの歯元に隅肉干渉を召三じないための条件式は

　ピニオンがピニオンカッタにより．切削される場合

　　　Z（tanαノ、’一tanα鳶2）÷Z〆（tanαパーtanα々1〆〉

　　　　　　　＋｛・（κ2｝κ1〉・・鰍い・）一二・ec槻｝≦α　　（・・〉

または
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　　　　Z（伽。、一t・・。、，）＋Z、’（t。・。、’一t。nα、、、・〉÷2亀。c．。。≦0．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彫

　ピニオンがラック形二こ具により切｝劉される場合

　　　Z（tanα、一tanαた2）一4（んゑ一κ1＞cosec　2α、

　　　　　　　÷｛2（κ一κユ）ta照、＋（u、＋％2〉一蕩・ec偽｝≦・

または

　　　　　　Z（tanα、一tanα膿）一4ψた一κ玉）cosec　2α。十2rsecα、≦0．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窺

　⊂8〕　頂隙が存在すること

　（a＞　内歯苔の歯底とピニオンの磁先との闇に頂隙が存在するための条件

　頂隙が存在するためには次式が威立しなければならない．

　　　　　　　　　　　　　々2窺＝7r2－7ゐ1一α≧0．

ただし，7煎はピニオンの歯先円半径，7。2は内鹸単の歯元｝1弓等：径にして

　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　7阻「『（z＋2忽÷2κ・）”ち

　　　　　　η・一・・｛号＋学（COSα‘　　　　　一1COSαん）＋い25叫

ただし偽は（16）式から求める．

No．27

（24）

（25）

（25’）

（26）

（27）

　したがって内野臥の菌1琉とピニオンの帥先との閥に頂隙が存在するための条件式は

　　　　　　・・一｛・・25÷Z評（COSα‘　　　　　一1COSαん）＋一｝÷α　（28）

ただし偽は（16＞式から，αは（3＞式から求められる．

　（b）　ピニォンの歯底と内歯東の歯先との間に頂隙が存在するための条件

　須隙が存在するためには次式が成立．しなければならない．

　　　　　　　　　　　　　ん1獅篇γ彦2一α一〆．エ≧0．

ここで堀は（4）式から求められピニオンの歯元円半径場は次式により求められる．

　ピニオンがピニオンカッタにより切削さ矛「しるとき

　　　　　　η副ξ4薪（COSαc　　　　　　－！　　　　　’COSαん）一・・一・・25一パ｝・　（29）

　ピニオンがラック形工具により匂」削されるとき
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い窺（号＋α25橘）・ 〈30）

したがってピニオンの二三と内鮨車の歯先との1弼に頂隙が存在するための条件式はつぎの

ごとく炎わされる．

　ピニオンがピニオンカッタにより切糊される二会

・・一 o・25一
z＋乙、’

2
（欝面一・）＋回目｝一翼≧α 〈31＞

ただしα1、’は（21）式から，σは（3）式から求められる．

　ピニ：オンがラック形コニ、具により切削される場合

　　　　　　　　　　　の々1・＝＝（κ2一κユート0．25）一一≧0．

　　　　　　　　　　　解

（32＞

ただしαは（3）式から求められる．

　内歯璽やビニオンを切削するピニオンカッタおよびラック形工県の歯未のたけは頂隙分

0。25mだけ高くなっているから通常隅肉干渉と頂［讐1の有無については考慮する必要はない。

しかし甑十Z④が非常にヅ（きい場合には闘題が生ずる可能性があるので前述の条件式に

より検討する必要がある．

5．ピニオンと内歯車の歯切り

　ピニオンカッタによってこの内歯華とピニオンを毬1切りするにあたっては，それぞれ縦

転位量溺κ2と1πκ正の転泣．歯切りをした後で，それぞれ横転紘童多π晦と襯歓の分だけピニ

オンカッタを回転させてもう一度歯切りすればよい．また，ピユオソをラックカッタ豪た

はホブで歯切りするときは，縦転位量初κ1のlli云億歯切りし．た後で横転位量班笏だけラッ

クカッタまたホブをピッチ線方向にずらせてもう一度歯切りすればよい．

　なお，内歯とピ議論ンをそれぞれ一度で欝切りするためには，内歯の歯切りに対づ一るピ

ニオンカッタはその基準ピッチ円周上での歯厚が蕉規の【：躬瓜歯1享よりもノ勉2だけ厚いも

のを使用すれば縦転位量臓2の一度の爾切りでよく，またピニオンの1歯．切りに対するピ

ニオンカッタはカッタの三国ピッチ円周上での歯厚が正規の円弧爾厚よりも穿剛1だけ厚

いものを使用すれば縦転泣量膿1の一度の歯切りでよく，もしラックカッタまたはホブ

で歯切りするときは，そのピッチ線方向の三三が正規の歯厚よりも耀1だけ厚いカッタ

を用いれば縦転回最規κ1の一度の爾．切りでよい．

　なお，内歯車をピニオソカッタで歯切りする場合は多くの干渉が生じやすく，とくに内

衡車とピニオソカッタの磁数差が小さいときに，これら『二渉が問題となる．筆者はすでに，

これら内歯車の干渉1こついて詳綱に研究し，内歯車の設計と製作に便利な多くの総：合的眼

界線園を作成した4）・5）．
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　　　　　　　　　　　　　6．総合限界線図

　さて，α。羅20Q，毎羅1．0，κ1十主脳0～1．0（0．1とび）

　　　　κF－2．0～0．5（0．1とび），κ2竺一2．0～1．0（0．1とび〉

としてく3）式のかみあい方程式と前記諸条件〔13から〔6〕を全部満足する名κ1，掩，

z51，　z62，α，∫。を合理的に求めるための線図を作成した．策4図，第5図，第6図はそれら

の線図のうちの代表的なものである．

聯鏡嚥淵翻に㈱叉髄示し’灘軸はZ’購由は
直線A・一（・＋号蜘と〈・　疵の関係鶴え・醐（（・〉式の・）

　直線CD……ピニオンの切下げ限界線（条件〔4〕の限界線〉

　曲線CF……かみあい率ε漏1の限界線（条件〔5〕の限界線）

　曲線DE……インポリュート干渉限界線（条件E63の限界線〉

　第4図において藏：線CD，曲線CF，曲線1）£でかこまれた領域が条件〔4〕，〔5〕，

〔6〕を満足する安全領域である．

　第5図は，α、竺20Qの内歯車の歯先尖りに対する限界線図を示し，横軸はZ，縦軸は挽

を示し，

　直線GH……αゐ2舗0なる限界線（条件〔1〕の限界線）

　曲線IJ……内歯車の1脚下尖り限界線（条件〔2〕の限界線〉
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図においてハッチングをつけた測は，条件を満足しない部分であり，したがって直線GH

より右側で，かつ曲線IJより下側の部分が条件（1〕と〔2〕を満足する安全領域である．

　第6図は，α。二20。のピニオンσ）歯先尖りに対する限界線図を示し，横軸はZ，縦軸は

簸を示し，

　臨線KL……ピニォンの歯先尖り限界線（条件〔3〕の限界線）

　直線C’Dノ……ピニオンの切’下げ限界線（条件〔：4〕のi恨界線，これは第4図のll蓋線CD

　　　　　　　に相当する）

図においてハッチングをつけた側が条件を満足しない部分であり，したがって曲線KLよ

り下側で，かつ直線C’D’より右側の部分が条件〔3〕と〔4〕を満足する安全領域であ

る．

　これら第4図，第5園，第6図の図表を用いることにより，条件〔1〕～〔6〕，および

（3）式のかみあい方程式のすべてを満足する内歯車とピニオンの歯数と転櫨係数の合理的

選択を容易に行い得る．

　並歯の代りに神上，高歯に対してこれら図表を適用する吾こは〃忽，κ、／忽，麹／飯，殆／妬，

碗沸た，α／忽，S，ノ亟をZ，κbκ2，％1，％2，α，　S。として図表を用いればよい．

7。数　値　例

　限界線図を実際に応ll目する方法を明らかにするため数値例を示す．α蔦2．07，　S，、＝0．1で

かみあうα。謂20。，規＝2．5，飯訟1なる爾数差零の内歯車の転1立係数と七回を求める．いま

・・＋・…・・と仮定・蔀姻を／翫第姻の…瀬1…雌峠）／一・・848をとり・

その点からAB直線にぶつかるまで真下に直線を下ろし，　AB直線との交点において，

横軸に平行な直線を引き，縦軸との交点を読んで（κ2一κ1）篇L！1を求める．

　つぎにこの薩il線上にあって，しかも直線CD，曲線CF，曲線DEにかこまれた安全

領域内にある点として筋罵一〇．4，Z＝25を採用すればん2瓢（κ2一κi）十κFO，71を得る．

これら値は，条件〔4り，〔5〕，〔6〕および（3）式のかみあい方程式を満足する．つぎに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z‘1十物＝LOであるから一応笏鴛0．4，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殉＝0．6と仮定する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そこで第5図を用いて，碗＝0．6に対し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てZ＝25，κ2霊0．71なる点は安全領域内に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるから，条件〔1〕，匙2〕を満足してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることがわかる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また第6図を用いてκ1＝0。4に対して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z＝25，筋＝一〇．4なる点は安金領域内に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるから条件〔3〕と〔4〕を満足してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることがわかる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお，内歯車とピユオンの歯切りには

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　η2慧2．5，　α‘篇20。，　Zノ轟＝Zパ篇16，　κ1～＝κノ、’

　　　　　　　第　7　図　　　　　　　　　　＝0ほ57なる規格ピニオンカッタを用いた
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が，内1蜜姫の切削にあたって，何等の千渉もなく歯切り1＝｛二旅ることが筆者の作成した総合

二i丼歩線図4）・5）から確言忍されている．

　第7図は数値例により設計試作された下記諸元の旛数差零なるiii云位インポリュート内歯

東を示す．

　　　α‘皿・200，　〃～＝2．5，　Z＝25，　κ1讐一〇．4，　κ2麗0，71，　π1・＝0，4，　zご2＝0．6，　海々＝1，

　　　α＝麗2．07，　S，露漏0．1，　ε漏1．12

　　　　　　　　　　　　　　　8．結　　　　論

（1）　一モジュール泌，工具圧力角α，，煮転億係数κ1，κ2　さらに横転位係数笏，碗を川い

　て．歯数差零なる転位インポリュート内歯繭のかみあい方程式，および不干渉条件式を導

　いた．

（2）　二i：二三差E一角α、篇20。，　ピニオンの総i転位係数κ1霊一2．0～0。5（0．1とび），　内歯：車の縦

　転1、属回数κ2＝一2．o～1，0（o．1とび），ビニオンと内歯車の横転1立係数の和z護1÷z62瓢。～

　1．0（0．1とび〉，歯未のたけ係数飯＝1に対して干渉を避けるたダ）の総合的限界線図を作

　成し，その一例を示した．

（3）　これらの隈界線図は忽罵1に対するものであるが飢醤！のときはこれら図表中の21，

　κ1，κ2，碕，殉，α，S刃の代りに2γ侮，絢／飯，κ2／編，π1／飯，碗／編，α／編，∫，，／忽を用いれば

　よい．

（4＞　限界線園を用いて，鹸数差零の内歯簾を設計し，実際に規絡ピニオソカッタを川い

　て歯切りを行い，．歯数差零なる転位：インボリ。。一ト内．歯車0）試作に成：功した．
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                              Summary

    Study en Prefile Shiftedi Invelute Internal Gears haviRg no,Difference

           in Number of Teetk between Internal Gear and Pinion

                Muneharu MoRozuMI aRd K6r6 YAEJIMA
           (Departrnent of Precision Engineering, Faculty of Engineering)

   In this paper, the author treats profile shifted involute internal gears

having no difference in nurnber of teeth between internal gear and pinion and

intermeshing with an appropriate center distance and with a contact ratio of

greater than 1.

   The synthetic diagrams available for the design and production of the profile

shifted involute internal gears mentioned above are prepared.

   The author shows a numerical example with a view to facilitating the

practical utilization of these diagrams, and the profile shifted involute internal

gearsets in which the difference between the number of teeth in the internal

gear and in the spur pinion is equal to zero are made by providing adequate

profiie shiftiRg to the internal gear and the pinion of ordinary involute tooth

profile.


